	第１回　特別研修報告

	講義内容：「NPO法人アイ・キャンにおける取り組み～地域で支えるという事は～」

講　師：安西　里美施設長　　NPO法人　地域生活支援センターアイ・キャン

	日　時：平成18年　6月　17日（土）　　14:00～15:00

	場　所：メモリアルホール

	内　容

・NPO法人アイ・キャンの事業内容と設立時の経緯
・統合型地域精神科治療プログラムの展開
・退院促進モデル事業

・精神障がい者地域生活移行促進事業の展開について

・Willの明確化と長期的利益とライフスタイルの確立について

・モデルとしての再現性の担保

・関連施設や地域全体での理念や未来図、技法の共有

１）今回の研修内容について

アンケート結果：当日参加者　　１０１名（参加率　　５９％）

アンケート提出者　　１０１名（回収率　１００％）

①わかりやすかった　　６５名

②楽しかった　　　　　　７名

③難しかった　　　　　２９名

２）研修を受けて役立つと感じた内容

・本人の意向が大事にする事が重要であり、こちらの要求をおしつけてはいけない。

・Willが必要だという事。日常業務においてもそれは実感した。

・人と関わるにあたり、接し方、アプローチの仕方、気持ちを大事にする事が一番重要である事を改めて学んだ

・Will、力を引き出す社会資源、根拠のある取り組み、エンパワーメントを考える事

・入院中から退院まで、患者様に対し、自分はどうしたらいいのか、どうなりたいのかを投げかけて支援していく事

・高齢介護をしていても同じようなアプローチ法があり、精神科と介護でも大事なのは本人の自己決定だと改めて実感した。

・施設と地域が支えあって障がい者を自立支援を行っているところ

・明確な根拠を持って活動しているところ理解でき、一方的な支援では無い事。

・入院中の患者様から退院後の話し（したいこと）を聞いた事がないので、今後の支援、働きかけに参考になりました。

・患者様の退院後の理想を引き出せるような関わりかた

・改めて精神疾患の患者様が社会に溶け込んでいく、受け入れられる事の難しさを感じました。社会の制度をもっと学習しなければと感じました。

・認知症の方は社会復帰することは、あまり考える事が無かったのですが、アルツハイマー等は範囲に入っていると思うので勉強になりました。

・地域包括支援の必要性が、今課題となっており、実際に試行している地域が増えているので当院も早く取り組めると良いと感じた。

・OTPについては地域全体で行うものぐらいにしか知らなかったが、展開や取り組みについて知る事が出来た。また、患者様の退院への意志の明確化、その為の支援を行っていくプログラム内容をきちんと理解し、実際に行っていければ感じた。

・OTP～ご家族へのメンバーとして治療に参加して頂く。医療と地域支援の統合。

・エンパワーメントプログラムを現病棟にどれだけエンパワーメントを発揮させられるのか、活かせるのか、その為に意志を明確化し、そこに向かっていけるような看護の提供をしていかねければならないと感じた。

・インテーク面接を行う事で当事者評価と担当者評価にズレが生じている時に、主観、客観的評価が大切である事。

３）質問

・地域の協力を得てきた過程

・傾聴と積極的傾聴の違い

・NPO法人の取り組みを病院職員へどのように周知させているのか（実務担当者会議についえ詳しく）

・退院を希望しない患者様やご家族への関わり方をもっと詳しく知りたかった

・NPO法人「アイ・キャン」を行っていく上でのやりがい等

・プログラムの具体的内容

・地域の治療プログラムを具体的に

・NPO法人の具体的な運営の中身や経済的部分、収入などの面がどのようになっているのか知りたかった。

４）感想

・アイ・キャンだから出来たという事ではなく、モデルを通し、支援の根拠を示すことで未来図という前向きな姿勢を見習って自分達の出来る支援方法を考えていきたい。

・地域と施設が連携を図る事で活動範囲が広くなり、よりよい支援が可能だという事。これからは、出来るだけ多くの障がい者が自立でき、社会へ出て活動できることが課題。

・専門用語が結構出てきて、分かりにくい部分もあったと思います。

・他病院の患者様を重視した体制に感心しました。

・利用者様、患者様の持っている力を引き出す事で、地域への生活へと移行していく為の施設の役割を理解する事が出来た。

・スタッフの視点を変えること、一人の人間としてとらえる事だとわかっていてもなかなか難しいと感じています。多職種が存在する中でHPにおいて、なかなか社会資源や治療、支援プログラムを有効なものとして提供出来ていない現状を感じました。

・当事者を社会に適合させるのではなく、社会自体へ働きかけ、受け入れ体制を作る事が大切。障がい者を受け入れてもらうという姿勢は消極的であり偏見につながると感じた

・患者様のエンパワメント（力を引き出す）という事を大切に患者様個人にとって、その方らしいライフスタイルの獲得が出来るような支援を目指しているという事に表面的には簡単に出来そうに見えるが、奥が深く、大変難しい取り組みであると感じた。これからの患者様の接し方に少しでも活かせればと思います。

・難しくて自分の知識のなさを痛感した。

・NPOについては常に関心がありました。情報としては全ての事に参加してますので、視覚的ではなく、「実際は・・」と感じて気持ちの中で整理できました。

・入院、地域生活での経過の中でのエンパワメント等、これらの介入の必要性、職員での未来図、技法の共有をする事の意味等、考えさせられました。

・患者様やご家族にとって、心配なのは退院後の生活だと思うので、このような事業がそれぞれの地域に広がっていくといいと思います。

・個人の為に全職種が１つとなって動くのはとても難しいが、あさかHPでは実現出来ているので、ここまでやるには周到な準備と職員の取り組み意欲が大切だと感じた。

・OTPを行う事によって、当事者の退院意思（Will）が明確になり、当事者の方がきちんとWillをもっていると感じた。エンパワを引き出す事はとても重要であり、当事者の方の意志を尊重する事で、その後の生活に大きな影響を及ぼすと思った。

・エンパワ、Willなどが強く印象に残り、再度自己学習したいと感じました。

・今までは半分も患者様の持つWillを聞いていなかったので、これからはWillを傾聴し、必要に応じたスタイルの形成、勇気づけ、能力の引き出しが出来るようもっと学習したいです。

・退院後の生活支援も１つの治療として成り立っていると感じました。

・退院に対して消極的な方が多いという事を知って以外でした。「退院が嫌だ」ではなく、「退院が不安だ」と感じているのだと思い、それに対し多くの人が当事者へ勇気づける為に関わっているんだと勉強になりました。

・きちんとしたデーター、条件を整えた上での運営を行っている内容に将来の可能性を感じ取れました

・他法人の活動を知るいい機会でした。地域の精神保健福祉活動にますます興味をもちました。

・アクティブリスニングにより、利用者様のWillの明確化が必要という事。統合モデルとしてのアプローチを行うよう他職種の連携がいかに必要か学びました。

・行っている内容は似ているが、規模の大きさが違い感心させられた。

・ケアするうえで、当事者、ご家族の意向を第一に考える事が一番重要である事。

・分野が違えどNPO法人について、様々な事業がある事を学びました。

・障がい者の意志を引き出す関わりに多くの支援が求められる事を学んだ。

・配布資料とスライドの内容が異なっている所がある。（事業内容のスライドが資料になかった）

・当日発表されたスライド内容をWIZで閲覧出来るようにすればいいと思います。

５）反省

・予定人数より大幅に受講者が来られ、半数近くの方に資料が配布出来なかったなどの不手際が生じた。今後は前もっての研修日程のお知らせ及び参加人数の調査を行う。

・配布資料とスライドの内容が若干異なっていた為、今後は事前のスライド用の資料と配布資料の照り合わせが必要。

６）役割

・資料印刷・製本　：紫波ひとみ、川井さと子、上平ユリ子

・当日職員受付　　：福士一、沼端貴行、菅野

・特別研修取りまとめ・報告・連絡：中村美奈子
教育委員会以外の方

・会場設営　　：大釜定之、清水靖子
・お茶だし　　：四戸真奈美

・講師謝礼支払い等：関彩乃




